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平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名 下呂市立宮田小学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月２４日（日） 

実 施 概 要 
  

 
 学校行事「宮田っ子祭り」に家族および地域住民を招待 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者               ６７ 人  
  計           １８５ 人 

地域関係者               １１８ 人 

実 施 状 況 
 

 縦割りグループの「宮田っ子班」で手作りのゲームや活動を考え、家族
や地域の方々を招待し、日曜日の午前中に「宮田っ子祭り」を開催した。
 準備期間は約１ヶ月で、児童が手作りの招待状を身近な人や日頃お世話
になっている方々に配布し、地域には案内の回覧もした。 

 主会場は宮田小学校体育館、３部構成とし、第１部を耐震改装が済んだ
体育館のお披露目会（リニューアルオープンセレモニー）、第２部が手作
り遊びを一緒に行う会（宮田小ふれあいランド）、第３部をお世話になっ
ている地域の方々に感謝の気持ちを伝える会（宮田っ子感謝祭）として実
施した。第２部では、４つの班が、ストラックアウトクイズ、ゲートゴー
ル、みんなでふれあい協力迷路、もぐらたたきの４コーナーを準備し、ふ
れあい活動を行った。 

 また、ＰＴＡが安心安全マップ作りコーナーを準備し、校区の危険箇所
等の情報収集活動を実施した。 

成果及び課題 
   

 参加者アンケートでは、「地域といっしょに行事をする事で、子どもた
ちの顔、また地域の方の顔が見えるようになり、良い行事でした。」「地
域の方とふれあう場になっており、よい活動だと思います。子どものいる
親や祖父母だけでなく、もっともっと多くの方に参加していってもらえる
よう、これからも活発な活動を期待しています。」等の感想や意見をいた
だいた。 

この取り組みを通して、地域住民や家族との関わりを深め、顔と顔を合
わせふれ合うことができた。日曜日に開催し手作り招待状を配布したこと
で、より多くの方々に参観していただけた。児童は、声をかけあったり、
力を合わせたりすることの楽しさや大切さを学ぶことができた。今後は、
ふるさとを見直し、愛着を育むような内容を加味することにさらに力を入
れたい。 

 
  
 


